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人文学部 山田雄司





センター設立の経緯
• 2012年三重大学人文学部・上野商工会議所・伊賀市で伊賀連携
フィールド創設。

• 2017年国際忍者研究センター。2018年国際忍者学会。
• 2018年人文社会科学研究科に専門科目「忍者・忍術学」導入。

センターの業務
①忍者に関する学術的・学際的な研究活動
②忍者研究を基盤とした教育活動
③忍者に関する学術的な情報交流と情報発信活動



センターの主な活動
• 忍者・忍術学講座
• 忍者・忍術学講座 in Tokyo
•海外忍者講座・シンポジウム（モン
ゴル・中国・ロシア・ブルガリア・
スロベニア・クロアチア・ハンガ
リー・ルーマニア・セルビア・オラ
ンダ・ドイツ・イギリス・フラン
ス・イタリア・スペイン・アメリ
カ・ベトナム・タイ・ミャンマー・
インドネシア・オーストラリア）

• 全国忍者調査プロジェクト タイ・ナーン県サトリシーナン高校での忍者講座
（2022年9月）



新聞報道
2000回以上

編著書・監修36冊

テレビ・ラジオ出演
170回以上
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忍者学大全
山田 雄司 編
三重大学国際忍者研究センター 監修

発売日
2023/02/22
ISBN
978-4-13-053303-4
判型・ページ数
A5 ・ 544ページ
定価
8,250円（本体7,500円＋税）
40名執筆



第Ⅰ部 忍者の虚実
総説「忍者・忍術学とは何か」（山田雄司）
第1章 忍術書を読み解く
忍術書成立に対する兵法書の影響―『万川集海』と『軍法侍用集』を比較して（福島嵩仁・三重大

学人文社会科学研究科修了）
忍術伝書解説―紀州徳川藩『合武伝法急勌嗅物見の巻』（中島篤巳・国際忍者学会会長）
兵学書と忍術書における座標型の換字式暗号（吉丸雄哉・三重大学人文学部教授）
伝承された忍術の修行法について（川上仁一・三重大学産官学連携アドバイザー）

第2章 忍者文学から忍者映画まで
忍術雑記集―現代日本で忍術を評した人々（酒井裕太・国際忍者学会運営委員）
近世実録と忍者―孫子・軍学者・講釈師（高橋圭一・大阪大谷大学文学部教授）
忍者マンガの系譜―忍術マンガからNINJAマンガまで（橋本博・合志マンガミュージアム館長）
東映忍者史（山口記弘・東映太秦映画村）
芭蕉忍者説の周辺（岡本聡・中部大学人文学部教授）
秘術の叙法と視覚情報―昭和三〇年代忍法小説の表現と挿絵（牧野悠・帝京大学理工学部講師）
忍者と暗殺―杉谷善住坊と音羽の城戸（クバーソフフョ―ドル・元国際忍者研究センター研究員）

第3章 現代忍者
近代日本の霊術運動と藤田西湖（一柳廣孝・横浜国立大学教育学部教授）
陸軍中野学校と藤田西湖（山本武利・インテリジェンス研究所理事長）
奇術と法術（河合勝・奇術史研究家）
「忍術」への想像力―伊藤銀月と藤田西湖（森正人・三重大学人文学部教授）
「我ならざる我」を働かせる―伊賀忍者は石になる（甲野善紀・古武術研究家）
実学としての忍者学―防災教育への忍術の活用とその検証（三橋源一・地域イノベーション学研究科院

生）



第Ⅱ部 忍者の科学と技術
第4章 医学・薬学・食
忍者の印と息長の効果の医学的検討（小森照久・三重大学名誉教授）
忍者食の設計デザイン（久松眞・三重大学名誉教授）

第5章 火術
忍者の火器・火術（荒木利芳・三重大学名誉教授）
忍者の情報伝達方法（加藤進・三重大学生物資源学部客員教授）

第6章 武具
隠し武具の世界（近藤好和・神奈川大学特任教授）
弓の種類と目的に応じた射法（松尾牧則・筑波大学体育系准教授）

第7章 築城と忍
伊賀・霊山山頂遺跡と歴史的重層性（伊藤裕偉・三重県教育委員会）
伊賀国における中世末・近世初頭の石塔・石仏（竹田憲治・三重県教育委員会）
小天狗清蔵について―その活動と天正伊賀の乱後の復興（瀧川和也・三重県総合
博物館展示交流事業課課長）



第Ⅲ部 忍者の実像を探る
第8章 合戦戦略と忍者
戦国島津氏の忍びについて―「いくさ忍び」の事例と特質（桐野作人・武蔵野大学政治経済研究所客員研究員）
戦国期関東の忍びと特殊武装集団（岩田明広・埼玉県立自然の博物館主席学芸主幹）
島原・天草一揆と忍び（山田雄司）

第9章 伊賀者の成立と各地の忍び
天下泰平の構造（藤田達生・三重大学教育学部教授）
徳川幕府伊賀者の成立と展開（高尾善希・三重大学人文学部准教授）
弘前藩の忍者が担った北日本の治安維持（清川繁人・青森大学社会学部社会学科教授）
福井藩の忍之者を創設した軍学者― 井原番右衛門頼文という個性（長野栄俊・福井県立図書館主任）

第10章 公儀隠密・御庭番と江戸期の忍び
将軍直属の隠密、御庭番の実像（深井雅海・財団法人徳川黎明会徳川林政史研究所所長）
伊賀者の町―鮫河橋谷町（福重旨乃・元東京大学大学院情報学環特任研究員）
江戸時代の伊賀者―一揆探索の隠密御用（深谷克己・早稲田大学名誉教授）
甲賀の山伏と薬、そして忍術を考える（長峰透・甲賀市教育委員会歴史文化財課参事）
彦根藩伊賀歩行の職務とその供給源をめぐって（東谷智・甲南大学文学部教授）

第11章 幕末維新期の忍び
忍びたちの明治維新（井上直哉・国際忍者学会運営委員）
幕末維新期の無足人の軍役と生活―伊勢国無足人を事例に（藤谷彰・元三重県総合博物館）

付録 忍術書『軍法間林清陽巻中』と『万川集海』（福島嵩仁）
忍者学用語解説（山田雄司）
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